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数
年
前

の
朝
日
新
聞

に
十
一
歳
の

女
の
子
が
投

稿
し
た
記
事

が
載
っ
て
い
ま
し
た
◆
あ
る
日

の
授
業
中
、
先
生
か
ら
「
人
生

の
中
で
最
後
に
食
べ
た
い
も
の

は
な
ん
で
す
か
」
と
い
う
質
問

が
出
た
そ
う
で
す
。
ク
ラ
ス
の

友
達
は
お
肉
や
ま
ぐ
ろ
と
答

え
る
中
、
女
の
子
は
お
母
さ
ん

が
に
ぎ
っ
て
く
れ
た
お
に
ぎ
り

だ
と
答
え
た
の
で
す
◆
そ
の

事
を
お
母
さ
ん
に
言
う
と
、
お

母
さ
ん
も
幼
少
の
頃
、
両
親

が
忙
し
く
孤
独
を
感
じ
て
い

た
時
に
兄
が
に
ぎ
っ
て
く
れ
た

お
に
ぎ
り
が
忘
れ
ら
れ
な
い

と
答
え
た
の
で
し
た
。
女
の
子

は
、「
簡
単
そ
う
な
お
に
ぎ
り

に
も
、
お
も
い
が
つ
ま
り
、
い

つ
ま
で
も
残
る
の
だ
と
思
い
ま

し
た
」
と
自
分
の
思
い
を
締
め

く
く
っ
て
い
ま
し
た
◆
こ
の
簡

単
そ
う
な
た
っ
た
一
個
の
お
に

ぎ
り
を
食
べ
る
と
い
う
事
は
、

お
母
さ
ん
や
お
兄
さ
ん
、
そ
し

て
お
米
を
作
る
人
達
の
計
り

知
れ
な
い
多
く
の
思
い
を
頂

く
と
い
う
事
な
の
で
す
。
そ
の

様
々
な
思
い
に
私
は
生
か
さ

れ
て
い
る
の
だ
と
こ
の
記
事
を

読
ん
で
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

神
戸
東
組 

専
念
寺 

佐
々
木
正
法

『
平
成
二
十
五
年
度
兵
庫

教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
大

会
』
が
、三
田
市
郷
の
音
ホ
ー

ル
を
会
場
に
、
九
百
八
名
の

参
加
の
中
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。

本
大
会
は
、
教
区
仏
婦
会

員
全
て
を
対
象
と
し
て
、
一

人
ひ
と
り
が
行
動
あ
る
聞
法

者
と
し
て
、
共
々
に
聞
法
し
、

み
法
の
友
の
輪
を
ひ
ろ
げ
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
る
も
の
で
、テ
ー
マ
を
『
念

仏
に
生
か
さ
れ
る
よ
ろ
こ
び

を
行
動
へ
』（
現
生
正
定
聚
）

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

開
会
式
で
は
、
音
楽
礼
拝

が
行
わ
れ
、
教
区
連
盟
旗
入

場
に
続
い
て
、
献
灯
・
献
華

の
後
、
敬
礼
文
・
三
帰
依
・

さ
ん
だ
ん
の
う
た
・
念
仏
が

お
勤
め
さ
れ
、
参
加
者
全
員

で
、
仏
教
婦
人
会
綱
領
が
唱

和
さ
れ
た
。

続
い
て
、
教
務
所
長
挨
拶
、

前
田
厚
子
氏
（
教
区
仏
婦
連

盟
委
員
長
）
挨
拶
、
横
山
昭

仁
師
（
北
摂
組
組
長
・
元
炤

寺
）
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

真
宗
宗
歌
の
斉
唱
に
て
開

会
、
そ
の
後
、
総
会
の
運
び

と
な
っ
た
。

総
会
の
後
は
、
讃
歌
指
導

と
し
て
、
野
村
佳
代
師
（
得

度
習
礼
・
教
師
教
修
所
講
師
・

北
摂
組
光
圓
寺
）
よ
り
「
聖

夜
」「
や
さ
し
さ
に
で
あ
っ

た
ら
」「
も
ろ
て
あ
わ
せ
て
」

の
三
曲
の
指
導
が
行
わ
れ

た
。休

憩
を
挟
ん
だ
後
、
記
念

講
演
に
は
花
岡
静
人
師
（
仏

婦
総
連
盟
講
師
・
奈
良
教
区

吉
野
東
組
勝
光
寺
）
よ
り
、

『
念
仏
に
生
か
さ
れ
る
よ
ろ

こ
び
を
行
動
へ
』
と
講
題
に
、

『
如
来
さ
ま
の
ご
本
願
』
と

は
何
か
と
い
う
こ
と
を
中
心

に
講
演
を
頂
戴
し
た
。

講
演
の
後
、
閉
会
式
で
は
、

内
田
輝
美
氏
（
教
区
仏
婦
連

盟
副
委
員
長
）
の
挨
拶
の
後
、

恩
徳
讃
の
斉
唱
で
閉
会
と

な
っ
た
。

ま
た
、
本
大
会
で
は
ダ
ー

ナ
献
金
も
募
ら
れ
、
寄
せ
ら

れ
た
献
金
額
は
二
十
四
万
四

千
二
百
七
十
円
と
な
っ
た
。

楽しくご指導頂きました（野村師） 穏やかな語り口の花岡師



『蓮華会』祝賀の集い『蓮華会』祝賀の集い
― 200名が参加 ―

様々な具体例をお聞かせ頂いた（炭谷氏）

二胡の優美な音色が響いた（姜氏）
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七
月
五
日
、
神
戸
別
院
・

神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、

『
兵
庫
教
区
参
与
会
「
蓮
華

会
」
祝
賀
の
集
い
』
が
開
催

さ
れ
た
。

『
蓮
華
会
』
は
、
兵
庫
教

区
が
進
め
る
青
少
年
の
健
全

な
育
成
教
化
・
寺
院
後
継
者

の
養
成
を
積
極
的
に
援
助
す

る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ

た
参
与
会
で
あ
り
、
他
の
教

区
に
は
例
を
見
な
い
独
自
の

組
織
と
し
て
、
教
区
少
年
連

盟
や
仏
教
青
年
連
盟
、
寺
院

子
弟
連
絡
協
議
会
、
青
年
僧

侶
の
会
、
保
育
連
盟
を
は
じ

め
と
し
、
教
区
内

の
様
々
な
団
体
・

活
動
に
対
し
、
積

極
的
に
物
心
両
面

か
ら
継
続
的
な
支

援
を
行
っ
て
い

る
。本

祝
賀
の
集
い

は
、
教
区
に
お
け

る
平
成
二
十
四
年

度
就
任
の
新
住
職

を
主
な
対
象
に
行

わ
れ
、記
念
講
演
・

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
、
懇
親
会
の
二

部
構
成
に
て
開

催
。
前
半
の
記
念

講
演
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

神
戸
別
院
本
堂
を
会
場
に
執

り
行
わ
れ
た
。

開
会
式
で
は
、
教
務
所
長

挨
拶
の
後
、
那
波
正
文
参
与

会
々
長（
揖
龍
西
組
德
行
寺
）

の
挨
拶
、
来
賓
を
代
表
し
て

豊
原
大
成
師
（
教
区
宗
会
議

員
・
阪
神
西
組
西
福
寺
）、

坂
本
三
郎
氏
（
部
落
解
放
同

盟
兵
庫
県
連
合
会
委
員
長
）

よ
り
祝
辞
を
頂
き
、
続
い
て

平
成
二
十
四
年
度
就
任
の
新

住
職
の
紹
介
に
て
開
会
。

開
会
式
に
続
い
て
の
記
念

講
演
に
は
、
炭
谷
茂
氏
（
恩

賜
財
団
済
生
会
理
事
長
・
元

環
境
省
環
境
事
務
次
官
）
よ

り
『
日
本
社
会
の
底
辺
に
う

ご
め
く
問
題
を
解
決
す
る
〜

福
祉
と
人
権
〜
』
と
題
し
、

行
政
で
の
経
験
を
活
か
し
た

様
々
な
活
動
や
、
そ
の
活
動

理
念
、
日
本
に
お
い
て
解
決

さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
社
会

問
題
や
人
権
問
題
、
そ
の
問

題
解
決
へ
向
け
た
具
体
的
な

施
策
な
ど
、
多
岐
に
渡
っ
た

内
容
で
の
講
演
を
頂
戴
し

た
。講

演
に
引
き
続
き
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
は
、姜
暁
艶（ 

ジ
ャ

ン
・
シ
ョ
ウ
イ
ェ
ン
）
氏
（
二

胡
奏
者
・
医
学
博
士
）
に
よ
る

二
胡
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
二
胡

の
幽
玄
な
響
き
に
包
ま
れ
た

中
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
と
な
っ

た
。別

院
で
の
集
い
の
後
は
、

会
場
を
神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー

ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に

移
し
て
懇
親
会
が
開
か
れ
、

多
田
満
之
師
（
蓮
華
会
相
談

役
・
赤
穂
北
組
西
光
寺
）
の

祝
辞
、
中
尾
敎
雄
師
（
蓮
華

会
名
誉
会
員
・
氷
上
西
組
西

光
寺
）、谷
川
英
美
子
師
（
蓮

華
会
副
会
長
・
阪
神
西
組
万

徳
寺
）
の
挨
拶
・
乾
杯
の
発

声
に
て
懇
親
会
が
開
会
。

間
に
は
、
新
た
に
就
任
の

に
賛
同
の
方
の
入
会
申
請
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
申

込
・
問
い
合
わ
せ
は
教
務
所

蓮
華
会
担
当
ま
で
。

【
平
成
二
十
四
年
度
就
任
を

中
心
と
し
た
祝
賀
対
象
者
】

◆
後
藤
善
史
（
阪
神
北
組
勝

福
寺
）◆
松
岡
文
昭
（
神
戸
東

組
善
立
寺
）◆
森
本
康
裕
（
神

戸
中
組
光
徳
寺
）◆
和
仁
章

隆
（
神
戸
中
組
教
秀
寺
）◆
橋

本
博
水
（
神
戸
湊
組
教
蓮
寺
）

◆
石
井
弘
宣
（
神
戸
西
組
蓮

生
寺
）◆
藤
田
眞
成
（
神
明
組

覚
正
寺
）◆
山
本
宣
子
（
淡
路

組
萬
行
寺
）◆
兼
松
泰
照
（
高

砂
組
西
立
寺
）◆
教
山
雅
裕

（
神
崎
組
安
楽
寺
）◆
天
野
晃

順
（
姫
路
中
組
順
正
寺
）◆
望

月
孝
昭
（
姫
路
中
組
安
楽
寺
）

◆
浅
野
界
雄
（
姫
路
西
組
万

丈
寺
）◆
布
施
真
一（
網
干
組

西
照
寺
）◆
田
寺
淑
明
（
網
干

組
常
行
寺
）◆
檀
特
教
法
（
揖

龍
東
組
清
光
寺
）◆
那
波
淳

城
（
揖
龍
西
組
德
行
寺
）◆
冨

賀
見
智
明
（
新
宮
組
明
專
寺
）

◆
赤
松
隆
志
（
赤
穂
北
組
圓

立
寺
）◆
小
倉
畑
祐
貴
（
朝
来

組
圓
了
寺
）◆
水
田
照
代
（
養

父
組
永
照
寺
）◆
槌
田
稔
（
出

石
組
眞
覺
寺
）◆
森
亜
裕
美

（
岡
山
北
組
法
眼
寺
）

【
敬
称
略
・
行
政
順
】

新
住
職
へ
感
想
や
抱
負
を
頂

く
一
言
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、

教
区
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

『
ア
プ
サ
ラ
ス
』
に
よ
る
コ
ー

ラ
ス
の
披
露
、
姜
暁
艶
氏
と

本
祝
賀
の
集
い
で
司
会
を
い

た
だ
い
た
、
あ
り
す
未
来
氏

（
元
宝
塚
歌
劇
団
星
組
）
と

の
二
胡
演
奏
と
歌
の
披
露
な

ど
が
行
わ
れ
、
賑
々
し
い
雰

囲
気
の
中
で
懇
親
会
は
進

行
。最

後
は
大
西
耕
雲
師
（
蓮

華
会
常
任
理
事
・
宍
粟
組
教

専
寺
）
の
閉
会
の
挨
拶
に
て

集
い
は
終
了
し
た
。

蓮
華
会
で
は
、
会
の
趣
旨



連
研
修
了
を
記
念
し
て

―

第
十
七
期
連
研
修
了
者
大
会―

正
定
聚
と
は

布
教
団
研
修
会

組
長・副
組
長
等
合
同
研
修
会

58名の仏弟子が誕生されました

中央教修の願いについて話された（石﨑師）

仏教カウンセリングとは
（友久師）

天台における正定聚（淺田師）

3

六
月
二
十
三
日
、
神
戸
別

院
一
階
ホ
ー
ル
を
会
場
に

『
兵
庫
教
区
第
十
七
期
連
研

修
了
者
大
会
』
が
開
催
さ
れ

た
。本

大
会
は
、
兵
庫
教
区
各

組
に
て
門
信
徒
を
対
象
に
行

わ
れ
て
い
る
連
続
研
修
会

（
連
研
）
の
修
了
者
を
対
象

に
、
二
年
に
一
度
開
催
さ
れ

る
大
会
で
あ
る
。

今
年
は
教
区
内
十
九
組
の

連
研
修
了
者
、
二
百
十
六
名

が
参
加
、
引
率
の
住
職
・
寺

族
・
門
徒
推
進
員
な
ど
、
各

組
連
研
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
る

と
、
総
勢
二
百
六
十
九
名
が

参
加
し
て
の
大
会
と
な
っ
た
。

大
会
は
、
教
務
所
長
挨
拶

の
後
、
来
賓
の
組
長
を
代
表

し
て
藤
榮
行
信
組
長
（
淡
路

組
組
長
・
宣
徳
寺
）
よ
り
挨

拶
を
頂
い
て
開
会
。

続
い
て
の
記
念
講
演
で
は
、

石
﨑
博
敍
師
（
大
阪
教
区
天

野
南
組
大
円
寺
・
連
研
中
央

講
師
）
よ
り
、『
そ
っ
と
つ
な

が
る　

ホ
ッ
が
つ
た
わ
る
〜

結
ぶ
絆
か
ら
、
広
が
る
ご
縁

へ
〜
』
と
題
し
て
講
演
頂
い

た
。講

演
の
後
、
昼
食
休
憩
の

時
間
に
は
教
区
門
徒

推
進
員
ス
タ
ッ
フ
の

手
伝
い
に
よ
り
、
本

願
寺
出
版
社
の
書
籍

販
売
が
行
わ
れ
好
評

を
博
し
た
。

昼
食
休
憩
の
後
、

申
込
者
を
対
象
と
し

て
、
別
院
三
階
の
本

堂
を
会
場
に
帰
敬
式

が
行
わ
れ
、
新
た
に

五
十
八
名
が
仏
弟
子

と
し
て
の
名
告
り

『
法
名
』
を
拝
受
さ

れ
た
。

ま
た
、
帰
敬
式
と
並
行
し

て
一
階
ホ
ー
ル
で
は
『
中
央

教
修
の
す
す
め
』
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

鑑
賞
が
行
わ
れ
、
続
い
て
講

師
の
石
﨑
師
よ
り
『
東
日
本

大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
』
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を

交
え
な
が
ら
の
お
話
を
頂
戴

し
た
。

震
災
支
援
活
動
に
つ
い
て

の
お
話
の
後
は
、
東
日
本
大

震
災
へ
の
募
金
活
動
も
行
わ

れ
、
計
十
万
三
千
四
百
十
二

円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

（
集
ま
っ
た
募
金
は
石
﨑
師

が
代
表
を
務
め
る
『
震
災
支

援
を
続
け
る
会
』
へ
全
額
送

金
致
し
ま
し
た
）

そ
の
後
、
十
七
期

連
研
修
了
者
を
代

表
し
て
、
宮
脇
正
市

氏
（
阪
神
東
組
吉

祥
寺
門
徒
）
、
杉
山

啓
二
氏
（
姫
路
西

組
本
誓
寺
門
徒
）

の
二
名
よ
り
、
「
第

十
七
期
連
研
受
講

と
第
二
百
二
十
六

回
中
央
教
修
受
講

の
感
想
」
「
第
十
七

期
連
研
を
修
了
し

て
」
と
題
し
て
体
験

発
表
が
行
わ
れ
、

引
き
続
い
て
『
体
験
発
表
を

受
け
て
』
と
題
し
て
近
藤
龍

樹
師
（
連
研
部
会
長
・
加
古

川
組
普
光
寺
）
よ
り
ま
と
め

の
お
話
を
頂
い
た
。

閉
会
式
で
は
、
西
畑
博
亮

氏
（
教
区
門
徒
推
進
員
連
絡

協
議
会
会
長
・
北
摂
組
照
願

寺
門
徒
）
よ
り
、
中
央
教
修

へ
の
す
す
め
と
し
て
、
連
研

修
了
者
へ
中
央
教
修
受
講
に

向
け
て
の
エ
ー
ル
が
送
ら
れ

た
。最

後
に
参
加
者
を
代
表
し

て
北
田
隆
氏
（
阪
神
西
組
金

衆
寺
門
徒
）
が
決
意
表
明
を

ご
尊
前
に
向
か
っ
て
述
べ
、

盛
会
の
内
に
大
会
は
終
了
と

な
っ
た
。

六
月
六
日
、
別
院
に
て
教

区
布
教
団
員
の
研
鑽
を
目
的

と
し
て
『
兵
庫
教
区
布
教
団

研
修
会
』
が
行
わ
れ
た
。

研
修
会
で
は
、
最
初
に

『
宗
門
の
実
践
運
動
に
つ
い

て
』
と
題
し
て
坂
原
英
見
師

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合

研
究
所
研
究
員
）
よ
り
、
宗

派
の
掲
げ
る
実
践
運
動
の
理

念
・
目
標
な
ど
に
つ
い
て
の

講
義
を
頂
戴
し
た
。

続
い
て
、
記
念
講
演
と
し

て
、
淺
田
恵
真
師
（
龍
谷
大

学
教
授
・
本
願
寺
派
勧
学
）

を
講
師
に
お
招
き
し
て
『
現

生
正
定
聚
』
を
講
題
に
講
演

を
頂
い
た
。

講
演
で
は
淺
田
師
の
専
門

で
あ
る
天
台
教
学
を
中
心
に

話
が
行
わ
れ
、
ス
ラ
イ
ド
を

用
い
て
比
叡
山
の
行
者
の
修

行
の
紹
介
や
そ
の
意
義
に
つ

い
て
の
話
、
天
台
宗
に
お
け

る
正
定
聚
の
あ
り
方
、
位
置

づ
け
に
つ
い
て
講
義
を
頂
い

た
。

六
月
二
十
七
日
、
教
区
組

長
・
副
組
長
等
を
対
象
に
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

研
修
会
で
は
、
友
久
久
雄

師
（
京
大
病
院
医
師
・
龍
谷

大
学
教
授
）
を
講
師
に
『
仏

教
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ‐

生
き
か

た
死
に
か
た‐

』
と
題
し
て
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
過
程
・
実

際
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
仏

教
の
関
係
性
な
ど
に
つ
い
て

お
話
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
の
協
議
会
で
は
、

今
年
度
の
教
区
教
化
活
動
や

事
務
手
続
き
、
教
務
所
・
別

院
の
体
制
に
関
す
る
説
明
な

ど
が
行
わ
れ
た
。
（
四
面
に

関
連
記
事
）



教区だより
8 月

リーフレット『おぼん』

受付中
リーフレット『おぼん』

受付中

夏
季
休
暇
の
お
知
ら
せ

教
務
所
の
勤
務

体
制
が
変
わ
り

ま
す

教
務
所
の
勤
務

体
制
が
変
わ
り

ま
す

『
保
育
の
こ
こ
ろ
え
』出
版
　（
二
千
五
百
円
・
税
込
）

『
保
育
の
こ
こ
ろ
え
』出
版
　（
二
千
五
百
円
・
税
込
）

【
開
所
日
】

【
事
務
受
付
時
間
】

4

7 月

（土）
（日）
（月）

（火）

（水）
（木）
（金）
（土）
（日）

（火）

20
21
22

23

24
25
26
27
28

30

勤式練習所  13：00
仏壮連盟阪神・神戸ブロック研修会  
護持口数調整に関する検討委員会 ①号委員会 14：00
ビハーラ研修会  13：30
寺婦運営委員会  10：30
少年連盟50周年記念　サマースクール（25日まで） 鹿児島 
近畿仏婦実行委員会  
仏婦コーラス練習会  10：30
寺婦アプサラス練習会  13：30
勤式練習所  13：00
中仏同窓会  
第29回若婦人のつどい  
近同推第53回総会・研修会 伝道本部 13：00

（木）
（金）
（土）

（木）
（木）
（土）
（水）
（木）

1
2
3

8
15
24
28
29

神戸別院暁天講座（光森常之師　阪神西組） 7：00
神戸別院暁天講座（森田直道師　播磨東組） 7：00
神戸別院暁天講座（山西昭義師　神戸湊組） 7：00
門推の日  10：00
勤式練習所  13：00
神戸別院第一土曜仏教講座（道元徹心師　神姫組） 13：30
仏青・寺院子弟仏教基礎講習会  姫路中組法性寺 14：00
仏婦コーラス練習会  10：30
神戸別院盂蘭盆会（神戸別院輪番） 13：30
第３連区寺院仏壮結成にむけた研修会　大阪教区担当 
第３連区布教使研修会（29日まで）  
仏婦コーラス練習会  10：30
勧学寮真宗講座（30日まで）  13：00 
 

7月・8月

敬
　
　
弔

左
記
の
方
が
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
の
で
謹
ん
で
敬
弔
の

意
を
表
し
ま
す

村
上
隆
進
（
赤
穂
南
組
真
光

寺
前
住
職
）
平
成
二
十
五
年

五
月
二
十
二
日
九
十
四
歳

九
折
光
子
（
揖
龍
西
組
正
專

寺
前
坊
守
）
平
成
二
十
五
年

五
月
三
十
日
八
十
九
歳

四
茂
野
千
惠
子
（
神
戸
東
組

光
圓
寺
前
坊
守
）
平
成
二
十
五

年
六
月
二
十
五
日
八
十
七
歳

藤
本
多
美
（
新
宮
組
金
照
寺

前
坊
守
）
平
成
二
十
五
年
六

月
二
十
六
日
百
一
歳

七
月
六
日
現
在
【
敬
称
略
】

年
三
回
発
行
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト『
法
』シ
リ
ー
ズ
。今
回

の
お
ぼ
ん
号
は
、杉
本
照
顕

師（
阪
神
東
組
最
光
寺
）に
ご

執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
部
二
十
円（
送
料
実
費
）

に
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、百
部
以
上
ご
注
文
の

場
合
は
寺
号
を
無
料
で
印
刷

致
し
ま
す
。教
務
所
ま
で
、電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
ご
注
文
く

だ
さ
い
。

宗
派
の
勤
務
体
制
に
準

じ
て
、兵
庫
教
区
教
務
所
の

勤
務
体
制
を
、本
年
十
月
一

日
よ
り
次
の
通
り
変
更
致
し

ま
す
こ
と
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）※

別
院
の
勤
務
体

制
は
、従
来
通
り
で
す
。（
死

亡
扱
い
・
行
事
等
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま

し
て
は
、閉
所
日
に
関
係
な

く
対
応
し
て
お
り
ま
す
）

九
時
〜
十
七
時
ま
で

【
駐
車
場
】

◆
利
用
可
能
時
間
：
六
時

三
十
分
か
ら
十
七
時
四
十
五

分（
十
八
時
閉
門
）※

但
し
、

別
院
行
事
・
研
修
会
等
に
よ

り
閉
門
時
間
が
延
長
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
◆
教
務
所

に
ご
用
の
あ
る
方
、ま
た
は

神
戸
別
院
に
ご
参
拝
の
方
の

み
利
用
可
◆
収
容
台
数
約
五

十
台

八
月
十
六
日（
金
）か
ら
二

十
日（
火
）ま
で
の
五
日
間
、

教
務
所
・
神
戸
別
院
の
事
務

等
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

尚
、夏
季
休
暇
期
間
中
は
、

宿
・
日
直
体
制
を
と
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、葬
儀
等
緊
急

の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。【
教
務
所
・
別
院
】☎
：
〇

七
八（
三
四
一
）五
九
四
九

『
保
育
の
こ
こ
ろ
え
〜

知
っ
て
お
き
た
い
子
ど
も
と

わ
た
し
の
危
機
管
理
〜
』（
牧

野
桂
一
著
／
兵
庫
教
区
保
育

連
盟
編
集
／
エ
イ
デ
ル
研
究

所
発
行
）が
出
版
。

時
代
に
即
し
た「
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
収
め
た
、

保
育
の
現
場
に
お
け
る
総

合
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
集
。お
申
込

み
は
教
務
所
ま
で
。

〃

〃

〃

〃
〃
〃
〃

〃
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